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－120一   
にあっては、農常と関わる人々を農薬という生業や農家という職業で区分して論じることが難  
しくなっている。農業への多様な関わりを農業というひとつの「菜」の中に押L込めて類型的  





狩猟などの諸活動にも関わりながら暮らしてきたことが明らかにされた（安室 2005）。つまり、  
これらの先行研究では人々の農業への関わり方の多様さを示し、農民や漁民と呼ばれてきた  
人々の生暗が農業や漁業といった叫つの産業だけで語れるものではないことを指摘しているの  





















て検討をしてきた。   
まず、兼業をする人々の労働実態については労働科学や農業経済学などの分野で労働時間な  





















（多 文化的視点からの研究   
政治・経済的視点からの研究が農業と他の仕事を兼業する人々の働き方の経済的・政治的な  
側面を明らかにした一方で、文化的視点からの研究では人々の働き方のなかに垣間見える文化  





業を給体として招く民俗誌が数多く生まれた。   
こうした方法で兼業農家と農業パートを事例に農業と他の仕事とを兼業する働き方についで  
論じてきたのは村落社会学や、歴史地理学、民俗学などである。そこでは、地域によって異な  
る兼業形態と兼業という働き方を支える地域社会の構造が明らかにされてきた。   
兼業農家を事例とした研究では工場勤務や出稼ぎ、行商などの様々な農業との兼業形態が示  
されてきた。工場勤務については労働実態と兼業形態の調査から、兼業する仕事と農業との両  








る（佐藤 2002）。さらに、兼業農家を事例とした研究では行商に限らず、農家女性の兼業に関  
する研究が蓄積されている。具体的には田植えの早乙女や茶摘みなどの農業の季節労務と、工  





ている（細谷1993、永野1994、佐藤 2003）。また、農家女性の兼菜は家庭内での旧来の女  
性の役割や地位にとらわれずに、家事や農業、兼業する仕事に対してつぎ込む労力を自身で調  
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であった（安室 2007）。また、マイナー・サブシステンスに関わる人々は経済性に代わる「楽  
しみ」や地域社会に村する貢献をしているという誇りを持っていることも指摘されている（菅  
1998）。   
しかし、ここで松井の定義に立ち戻ると、マイナー・サブシステンスは「あってもなくても  
いい」という意味のない活動でもあった（松井1998：p24郎。また、遊びの要素を含むマイナ  



















た調査をしてきた（渡部 2004、2008a、2008b、2008c）。さらに著者は聞き取り調査の内容を国  
土地理院発行の空中写寛や、調査地で保存されていた地籍図や写輿、帳簿などを活周して轟付  












取牒に汗を流す。まさに貧乏暇無しの兼業農家像が研究の世界でも永らく語られてきた。   
一方で歴史学でほ農業と他の仕事を兼業する働き方が決して珍しいものでほなく、農相や農  























る（是永1984）。   
しかし、近年の民俗学や生態人類学での研究では、現代の農業と他の仕事を兼業する働き方  
を新たな視角で捉えようとする動きもある。民俗学では松田睦彦が瀬戸内島惧部の農業をしな  
がら出稼ぎをする人々を「農家」として語ることの限界を示唆している（松田 2004）。また、  
農業ではないが、小川徹太郎は漁業を営む人々を「漁民」という言葉で語ることをやめ、彼ら  
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その上で掛谷は彼らの生計活動のなかの自然利用に着目し、そこから焼畑農耕に限らない生活  





















1 日本の労働者65，009，300人のうち2つ以上の仕事を兼業する者は25，548，00人おり、労働者の   
39％以上がなんらかの兼菜をしている（総務省統計局 200軋200亜右  
2 兼業として農業に関わっているのは766，600人で、農業を兼業とする人は全兼業者の30％を占  
めている（同上 2004b）。  
3 2005年現在、日本の総農家数は2，朗楓166戸でうち販売農家は1，963，424戸である（農林水産省   
統計部 2006a：p32）。そ・して、販売農家の77％にあたる1，520，266戸が兼業農家となってい  
る（同上20（氾b：p64、65）。  
4 農業パートとは農業統計では農業臨時雇および農業年雇にあたる。農業臨時雇や農業年雇  
は住み込みまたは通勤で期間を定めておこなわれる農業雇用労働で、農作業の請負や無   
償・有償での労力の交換は含まれない（農林水産省大臣官房統計情報部 20旧：p21）。2005   
年現在、農業労働に従事している人（農家労働力）は農家の家族を含めて4，616，796人おり、   
このうち農業パートは2，410周9人で農家労働力の52％を占めている（同上 200軋：p27）。  
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5 農林水産省では『農林業センサス』やF農業構造動態調査報告番』等で、総務省統計局で   
は『就業構造基本調査jで農業と他の仕事を兼業する働き方を調査し、統計として刊行し  
ている。  
6 先行研究では農業パートの労働問題を指摘する一一方で、安定した雇用に成功した事例をも   
とにパートの労務管理の改善方策を示してもいる（張・秋山 2006）。  
7 具体的には聞き取り内容の文献資料による裏付けや、参与観察による憲蚤的データを用い   
た論考がある（安室 2005）。  
8 たとえば岩尾徹の紺召和農民始末』（岩尾1987）や大牟羅良の『ものいわぬ農民』（大串礎   
1958）などがある。  
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